
　　　　

v

凡　
　

例

＊
文
献
の
引
用
に
当
た
っ
て
、
原
則
的
に
現
代
仮
名
遣
い
・
新
字
体
に
改
め（
詩
歌
、
片
仮
名
書
き
の
文
書
な
ど
一
部
例
外
あ
り
）、
句
読
点
・
ル

ビ
は
適
宜
加
除
し
た
。
原
文
の
明
ら
か
な
誤
記
は
訂
正
し
た
。

＊
〔　

〕は
巻
末
の
「
参
考
文
献
」
に
出
典
を
記
し
た
文
献
を
、
ま
た
文
中
の
場
合
は
筆
者
に
よ
る
注
を
示
す
。

＊
歌
の
名
義
は（
作
詞
者
・
作
曲
者
）、
も
し
く
は（
作
詞
者
・
作
曲
者
・
創
唱
者
）の
順
で
示
し
た
。

＊
頻
出
す
る
新
聞
紙
名
・
雑
誌
名
は
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

『
東
京
朝
日
』＝『
東
京
朝
日
新
聞
』

『
大
阪
朝
日
』＝『
大
阪
朝
日
新
聞
』

『
朝
日
』＝『
朝
日
新
聞
』（
一
九
四
〇
年
九
月
以
降
）

『
東
京
日
日
』＝『
東
京
日
日
新
聞
』

『
読
売
』＝『
讀
賣
新
聞
』

『
キ
ネ
旬
』＝『
キ
ネ
マ
旬
報
』

＊
今
日
で
は
差
別
的
表
現
と
さ
れ
る
語
が
あ
る
が
、
当
時
の
歴
史
的
用
語
と
見
な
し
て
そ
の
ま
ま
用
い
た
。
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序　章　現地化するジャズ

1

序　

章　

現
地
化
す
る
ジ
ャ
ズ

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
英
語
圏
の
ジ
ャ
ズ
研
究
は
人
文
学
全
般
の
流
れ

を
受
け
、
従
来
の
偉
大
な
ジ
ャ
ズ
メ
ン
の
伝
記
や
様
式
史
か
ら
、
人
種
、

階
級
、
産
業
、
地
域
性
、
聴
衆
、
男
女
の
性
別
、
メ
デ
ィ
ア
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
言
説
、
歴
史
記
述
、
映
像
、
法
律
、
政
治
な
ど
へ
と
関
心
を

向
け
て
い
る
。
録
音
、
ジ
ャ
ズ
雑
誌
、
レ
コ
ー
ド
目
録
だ
け
で
な
く
、

人
口
統
計
、
労
働
統
計
、
広
告
、
図
像
、
文
学
、
そ
れ
に
か
な
り
の
数

に
の
ぼ
る
男
女
の
演
奏
者
・
歌
手
・
批
評
家
ら
の
口
述
史
な
ど
、
新
し

い
資
料
を
駆
使
し
た
「
新
し
い
ジ
ャ
ズ
史
」〔Erenberg 1998

〕が
始
ま

っ
て
い
る
。
演
奏
者
と
聴
衆
と
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
人
が
織
り
な
す
音
と

言
葉
、
身
体
と
聴
覚
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
社
会
・
産
業
・
経
済
・
政

治
・
人
種
的
な
構
造
に
注
目
し
て
、
ジ
ャ
ズ
を
ジ
ャ
ズ
と
し
て
き
た
広

い
文
化
の
脈
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る〔
細
川
二
〇
〇
五
ａ
、
一
〇
八
│
一

三
八
頁
。K
enney 1995, p. 112

〕。

　

新
し
い
方
向
の
な
か
に
、
ア
メ
リ
カ
外
へ
の
関
心
が
あ
る）

1
（

〔Godbolt 

1984; Starr 1994; García M
artínez 1996; Johnson 2000; Jones 2001; 

M
azzoletti 2004; Pujol Baulenas 2005

〕。
ジ
ャ
ズ
は
ご
く
初
期
か
ら

演
奏
家
の
巡
業
、
録
音
、
楽
譜
を
通
し
て
世
界
中
に
種
が
散
り
、
時
に

は
別
の
名
で
そ
れ
ぞ
れ
土
地
固
有
の
展
開
を
遂
げ
、
土
地
の
音
楽
が
ジ

ャ
ズ
の
名
で
呼
ば
れ
て
き
た
。
現
地
名
で
呼
ば
れ
る
潜
在
的
ジ
ャ
ズ
が

広
範
な
地
域
で
つ
く
ら
れ
て
き
た
。
一
九
二
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
産
の
、

あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
た
サ
ウ
ン
ド
が
録
音
や
放
送

を
介
し
て
相
当
広
範
囲
に
届
き
、
地
元
の
音
楽
家
に
よ
っ
て
咀
嚼
さ
れ

再
創
造
さ
れ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
再
現
、
カ
ヴ
ァ
ー
も
あ
れ
ば
、
地
域

の
特
質
を
意
識
的
、
無
意
識
的
に
組
み
入
れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
に

抵
抗
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

い
た
る
と
こ
ろ
で
ジ
ャ
ズ
と
は
何
か
と
い
う
論
争
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
の
ア
メ
リ
カ
観
、
芸
術
観
、
ダ
ン
ス
観
、
政
治
や
国
民
主
義

を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
旋
律
や
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
そ
の

土
地
に
根
ざ
し
て
い
る
が
、
伴
奏
形
態
に
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
感
化
の

認
め
ら
れ
る
大
衆
歌
謡
、
あ
る
い
は
外
部
か
ら
は
ジ
ャ
ズ
と
認
知
で
き

な
い
が
、
現
地
で
は
ジ
ャ
ズ
と
分
類
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
も
散
在
す
る
。

「
ア
メ
リ
カ
の
影
響
」
と
ひ
と
括
り
に
す
る
の
は
あ
ま
り
に
単
純
で
、
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土
地
ご
と
の
受
け
皿
を
め
ぐ
る
文
化
的
・
歴
史
的
諸
条
件
の
考
察
が
必

須
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
の
ジ
ャ
ズ
史
は
、
楽
団
と
演
奏
者
の
年
代
記
と
録
音

資
料
を
中
心
に
書
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
た
い
て
い
は
シ
ー
ン
の
内
部

の
筆
者
に
よ
る
内
部
の
読
者
に
向
け
た
内
容
で
、
歴
史
記
述
と
し
て
は

や
や
甘
く
、
も
っ
と
大
き
な
文
脈
を
に
ら
ん
だ
業
績
は
最
近
ま
で
な
か

っ
た
。
そ
の
点
、
テ
イ
ラ
ー
・
ア
ト
キ
ン
ス
の
『
ブ
ル
ー
・
ニ
ッ
ポ

ン
』
は
「
新
し
い
ジ
ャ
ズ
史
」
の
流
れ
を
汲
み
、
社
会
学
や
文
化
史
の

理
論
的
な
勘
ど
こ
ろ
を
含
ん
で
い
る
。
ジ
ャ
ズ
は
「
単
に
大
衆
の
意
識

を
つ
か
ん
だ
う
る
わ
し
き
芸
術
で
は
な
く
、
美
的
・
社
会
的
価
値
、
近

代
性
と
自
己
の
定
義
、
芸
術
的
独
創
性
の
基
準
が
厳
し
く
張
り
合
う
競

合
の
場
」
で
、
日
本
の
ジ
ャ
ズ
は
「
ア
メ
リ
カ
大
衆
文
化
の
輸
入
、
同

化
、
適
応
、
拒
絶
と
そ
う
し
た
過
程
が
引
き
起
こ
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
危
機
」
を
文
化
的
な
特
徴
と
し
て
き
た〔A

tkins 2001, pp. 10

─

12

〕。
理
論
の
基
本
に
な
る
の
は
「
正
統
化
の
戦
略
」、
即
ち
い
か
に
し

て〈
ア
メ
リ
カ
〉に
近
づ
く
か
の
方
策
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
る
ご
と
の
コ

ピ
ー
か
ら
日
本
的
要
素
を
加
え
る
こ
と
ま
で
、
上
海
や
ア
メ
リ
カ
修
行

で
ハ
ク
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ズ
の
普
遍
性
を
主
張
す
る
こ
と
ま

で
多
種
多
様
で
、
そ
の
時
々
の
日
米
関
係
や
演
奏
技
術
や
美
学
な
ど
に

よ
っ
て
変
化
し
て
き
た
。
ジ
ャ
ズ
と
し
て
ホ
ン
モ
ノ
な
の
か
、
日
本
文

化
と
し
て
ホ
ン
モ
ノ
な
の
か
、
こ
の
二
つ
の
正
統
性
の
摩
擦
と
解
決
の

な
か
で
、
初
め
て
学
術
的
に
日
本
の
ジ
ャ
ズ
史
を
描
い
て
い
る
。
学
ぶ

点
は
多
い
が
、
疑
問
も
あ
る
。

　

第
一
に
、
戦
前
は
演
奏
家
も
興
行
者
も
聴
衆
も
含
め
た
独
立
し
た
ジ

ャ
ズ
共
同
体
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
ダ
ン
ス
や
レ
コ
ー
ド
歌
謡
と

重
な
り
、
演
奏
ス
タ
イ
ル
の
点
で
ア
メ
リ
カ
の
曲
目
を
そ
の
ま
ま
演
奏

し
た
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
作
編
曲
が
演
奏
さ
れ
た
。「
日
本
の
ジ

ャ
ズ
」
が
提
唱
さ
れ
、
た
と
え
ば
民
謡
が
ジ
ャ
ズ
編
曲
さ
れ
た
と
し
て

も
、
演
奏
家
や
聴
衆
が
ど
こ
ま
で
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
」
を

覚
え
た
り
「
文
化
的
正
統
性
」
を
求
め
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。
戦
前

は
ジ
ャ
ズ
の
語
が
指
す
対
象
が
占
領
期
に
確
立
し
た
意
味
と
は
異
な
っ

て
い
た
だ
け
で
な
く
、
ジ
ャ
ズ
界
の
あ
り
よ
う
が
異
な
っ
て
い
た
。
ア

ト
キ
ン
ス
の
説
は
戦
後
に
は
妥
当
す
る
が
、
戦
前
に
つ
い
て
は
別
の
見

方
が
必
要
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
戦
後
か
ら
回
顧
し
た
音
楽
史
が
中
心
で

あ
る
た
め
、
一
九
二
〇
│
三
〇
年
代
の
ジ
ャ
ズ
概
念
の
多
義
性（
と
り

わ
け
音
楽
外
の
意
味
）が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
巻
は
そ
の
点
を
重

く
見
、
音
楽
史
の
外
の
出
来
事（
文
学
や
流
行
語
と
し
て
の
ジ
ャ
ズ
）に

か
な
り
頁
を
割
く
た
め
、
一
部
の
読
者
に
は
不
満
を
抱
か
せ
る
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
ア
ト
キ
ン
ス
は
英
語
圏
の
学
界
の
正
統
性
批
判
の
論
を
踏
ま

え
つ
つ
、
実
際
に
は
そ
の
正
統
性
を
単
純
化
し
た
議
論
に
陥
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
二
一
世
紀
に
な
っ
て
復
刻
さ
れ
た
音
源
を
聴
く
と
、
日
米
対

比
だ
け
で
は
ジ
ャ
ズ
史
を
書
け
な
い
と
思
う
。

　

ジ
ャ
ズ
が
ア
メ
リ
カ
外
に
飛
び
散
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
大
正

六（
一
九
一
七
）年
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
出
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
デ
ィ
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キ
シ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
・
バ
ン
ド（
Ｏ
Ｄ
Ｊ
Ｂ
）に
よ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
録
音
の
大
成
功
だ
っ
た
。
こ
の
奇
妙
な
語
は
当
初
は
ド
ラ
ム
・
セ
ッ

ト
を
前
面
に
出
し
た
大
音
量
の
楽
隊
を
指
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
解
放

感
と
虚
無
感
に
彩
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
歓
迎
さ
れ
た
。
日
本
へ
は
そ

の
数
年
後
に
文
章
や
洋
行
帰
り
の
話
の
か
た
ち
で
到
着
し
、
昭
和
改
元

の
頃
よ
り
風
俗
の
尖
端
を
指
す
流
行
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
レ
コ
ー

ド
会
社
が
売
り
出
す
新
曲（
レ
コ
ー
ド
歌
謡
、
流
行
歌
）は
、
そ
れ
ま
で

の
演
歌
・
書
生
節
や
お
座
敷
唄（
は
や
り
唄
）と
は
曲
調
も
歌
手
も
異
な

っ
た
ほ
か
、
大
き
な
宣
伝
を
打
ち
、
公
私
の
空
間
で
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

繰
り
返
し
流
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
新
し
か
っ
た
。
新
し
い
生
産
ラ
イ

ン
に
乗
っ
た
新
曲
は
「
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
」「
ジ
ャ
ズ
小
唄
」
と
も
呼

ば
れ
た
。
そ
れ
は
音
楽
的
な
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
分
類
で
は
な
く
、
漠
然

と
し
た
「
外
国
ら
し
さ
」
に
も
と
づ
く
分
類
だ
っ
た
。
流
行
語
と
し
て

の
「
ジ
ャ
ズ
」
が
色
あ
せ
て
く
る
と
、
外
国
曲
や
外
国
風
に
限
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
い
う
ジ
ャ
ズ
の
意
味
に
近
づ
い
た
。

　

日
本
人
の
曲
は
わ
ず
か
な
例
外
を
除
い
て
、
外
国
曲
に
は
な
い
独
自

の
質
を
持
ち
、
魅
力
的
な
歌
詞
を
持
ち
、
映
画
や
放
送
で
よ
く
流
さ
れ

た
。
二
、三
の
作
曲
家
は
ア
メ
リ
カ
曲
に
触
発
さ
れ
、
そ
れ
に
似
せ
よ

う
と
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
与
え
ら
れ
た
歌
詞
や
想
定
す
る
歌
手
の

せ
い
か
レ
コ
ー
ド
会
社
の
要
請
か
、
書
か
れ
た
旋
律
は
在
来
の
様
式
を

さ
ほ
ど
外
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
外
国
曲
の
演
奏
場
所
は
ダ
ン
ス
ホ

ー
ル
か
劇
場
、
そ
れ
に
ラ
ジ
オ
や
録
音
の
ス
タ
ジ
オ
が
主
で
、
そ
の
聴

衆
層
は
国
産
の
流
行
歌
に
比
べ
ず
っ
と
薄
か
っ
た
。
録
音
で
し
か
聴
け

な
い
曲
や
演
奏
家
・
歌
手
が
主
だ
っ
た
点
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
と
近

い
。
そ
の
た
め
ジ
ャ
ズ
史
を
レ
コ
ー
ド
歌
謡
と
は
別
建
て
で
書
く
の
は

意
味
が
あ
る
が
、
両
者
の
連
携
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
書

も
ま
た
便
宜
上
、
レ
コ
ー
ド
歌
謡
と
ジ
ャ
ズ
を
別
の
巻
に
ま
と
め
た
が
、

こ
れ
ま
で
区
別
さ
れ
て
い
た
両
者
が
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
相
互
浸
透
し

て
い
る
の
を
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
本
巻
は
音
楽
に
限

ら
れ
な
い
ジ
ャ
ズ
史
を
構
想
し
、
ジ
ャ
ズ
の
文
化
的
拡
散
に
つ
い
て
も

多
く
触
れ
る
。

　

ま
ず
大
き
く
「
ジ
ャ
ズ
期
」「
ス
ウ
ィ
ン
グ
期
」
に
分
け
る
。
ア
メ

リ
カ
の
ジ
ャ
ズ
史
に
と
っ
て
の
ベ
ニ
ー
・
グ
ッ
ド
マ
ン
楽
団
の
大
陸
横

断
ツ
ア
ー
成
功
の
よ
う
な
、
新
時
代
の
幕
開
け
に
あ
た
る
出
来
事
は
な

い
が
、
日
本
で
も
昭
和
一
〇
年
代
に
入
っ
た
こ
ろ
に
「
ス
ウ
ィ
ン
グ
」

の
語
が
音
楽
や
ダ
ン
ス
の
雑
誌
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時

期
に
な
る
と
演
奏
様
式
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
用
語
の
意
味
と
流
通
、

音
楽
空
間
、
聴
衆
の
態
度
な
ど
に
も
変
化
が
生
じ
た
。
た
だ
し
ス
ウ
ィ

ン
グ
の
影
響
範
囲
は
限
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ジ
ャ
ズ
が
時
代
語
と
な

っ
た
点
で
日
本
な
り
の
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
は
存
在
す
る
が
、
ス
ウ
ィ
ン

グ
・
エ
ラ
と
呼
ぶ
の
は
言
い
過
ぎ
と
考
え
る
。
こ
の
大
枠
に
し
た
が
っ

て
本
巻
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る（
各
章
の
タ
イ
ト
ル
と
な
る
語
を
太
字
で
表

記
す
る
）。
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ジ
ャ
ズ
期（
一
九
二
三
│
三
五
）

　

関
東
大
震
災
が
音
楽
文
化
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
何
度
も
繰
り

返
し
て
き
た
。「
ジ
ャ
ズ
」
の
語
が
新
聞
に
登
場
し
、
録
音
や
楽
団
が

小
さ
い
点
か
ら
滲
み
だ
す
の
は
復
興
の
最
中
で
、
そ
こ
に
は
新
し
い
流

行
と
い
う
以
上
の
社
会
的
・
文
化
的
変
革
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
「
モ
ダ
ン
」
の
語
が
「
尖
端
的
」
の
意
味
で
流
行
す
る
の
と

重
な
る
。
第
三
巻
の
序
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
語
はm

odern

か

ら
派
生
し
た
和
製
カ
タ
カ
ナ
語
と
し
て
独
自
の
意
味
合
い
で
流
通
し
た
。

ジ
ャ
ズ
は
そ
の
最
も
顕
著
な
象
徴
で
も
あ
っ
た
。
社
交
ダ
ン
ス
の
流
行
、

ラ
ジ
オ（
一
九
二
五
）、
レ
ビ
ュ
ー（
一
九
二
六
）、
レ
コ
ー
ド
歌
謡（
一

九
二
八
）、
ト
ー
キ
ー（
一
九
二
九
）な
ど
復
興
期
の
音
楽
関
連
の
大
事

件
は
ジ
ャ
ズ
、
即
ち
ア
メ
リ
カ
ら
し
さ
と
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味

で
関
東
大
震
災
か
ら
国
際
連
盟
脱
退
ご
ろ
ま
で
の
時
期
を
ジ
ャ
ズ
・
エ

イ
ジ
と
呼
ぶ
。
ア
メ
リ
カ
の
標
準
的
な
ジ
ャ
ズ
史
が
正
面
に
置
く
ニ
ュ

ー
オ
ー
リ
ン
ズ
や
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
黒
人
の
演
奏
・
歌
唱
ス

タ
イ
ル
は
ほ
と
ん
ど
模
倣
さ
れ
ず
、
白
人
向
け
の
サ
ロ
ン
や
シ
ョ
ー
や

映
画
で
演
奏
さ
れ
る
楽
譜
出
版
さ
れ
た
曲
が
大
部
分
を
占
め
た
。
そ
れ

で
も
な
お
レ
コ
ー
ド
歌
謡
の
聴
衆
よ
り
少
な
か
っ
た
。
楽
団
が
大
音
量

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ズ
の
語
は
大
騒
ぎ
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、

騒
音
の
隠
喩
と
な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
音
楽
を
意
識
的
に
演
奏
し
た
日
本
人
と
し
て
は
太
平
洋
航

路
の
「
船
の
楽
隊
」
が
早
く
、
ジ
ャ
ズ
メ
ン
人
脈
の
起
点
を
つ
く
っ
た
。

昭
和
二（
一
九
二
七
）年
の
日
本
ビ
ク
タ
ー
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
営
業

開
始
は
、
流
行
歌
謡
の
生
産
と
消
費
の
様
式
全
体
を
画
し
た
。
作
詞
・

作
曲
・
演
奏
・
歌
唱
を
主
に
専
属
の
契
約
者
が
担
当
し
て
録
音
す
る
ア

メ
リ
カ
流
の
歌
工
場
が
動
き
始
め
た
。
二
村
定
一
の
歌
う
「
青
空
」
と

「
ア
ラ
ビ
ア
の
唄
」
か
ら
ア
メ
リ
カ
曲
の
日
本
語
カ
ヴ
ァ
ー
が
盛
ん
に

な
っ
た
が
、
レ
コ
ー
ド
会
社
主
導
の
「
君
恋
し
」「
東
京
行
進
曲
」
な

ど
モ
ダ
ン
な
旋
律
・
歌
詞
・
編
曲
も
ジ
ャ
ズ
小
唄（
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
）

と
分
類
さ
れ
、
音
楽
的
に
曖
昧
に
な
る
と
同
時
に
、
ジ
ャ
ズ
の
語
は
流

行
語
と
し
て
最
新
風
俗
や
気
分
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、

「
世
界
大
都
会
尖
端
ジ
ャ
ズ
文
学
」
と
大
げ
さ
な
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
叢

書
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
顕
著
な
よ
う
に
、
ジ
ャ
ズ
の
語
に
は
世
界
同

時
感
覚
、
時
代
の
尖
端
感
覚
が
込
め
ら
れ
た
。
実
際
、
叢
書
の
読
者
が

空
想
を
抱
い
た
世
界
各
地
で
、
ジ
ャ
ズ
は
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
最
も
わ

か
り
や
す
い
象
徴
と
し
て
、
目
新
し
い
風
俗
す
べ
て
の
隠
喩
と
し
て
流

通
し
て
い
て
、
日
本
で
も
同
じ
く
エ
ロ
、
グ
ロ
、
ナ
ン
セ
ン
ス
、
ス
ピ

ー
ド
、
セ
ッ
ク
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
新
し
い
カ
タ
カ
ナ
語

と
結
び
合
っ
た
。
当
初
の
道
徳
的
批
判
と
は
異
な
り
、「
青
空
」
後
に

は
ジ
ャ
ズ
を
新
文
明
と
し
て
肯
定
す
る
若
い
書
き
手
が
現
れ
、
ジ
ャ
ズ

論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
そ
れ
は
音
楽
よ
り
も
最
新
風
俗
の
是
非
を
め

ぐ
る
論
争
だ
っ
た
。

　

ジ
ャ
ズ
音
楽
の
受
容
層
は
都
市
中
間
層
の
青
年
が
中
心
で
、
彼
ら
の

勃
興
は
世
界
同
時
進
行
の
社
会
現
象
だ
っ
た
。
彼
ら
が
映
画
・
文
学
・
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
新
し
い
ア
メ
リ
カ
文
化
を
受
け
入
れ
る
社
会
的
な

受
け
皿
と
な
っ
た
。
彼
ら
の
生
活
・
思
想
・
嗜
好
・
感
受
性
・
気
分
が

カ
タ
カ
ナ
語
の
モ
ダ
ン
の
核
を
成
し
て
い
る
。
モ
ダ
ン
化
は
明
治
以
来

の
長
い
近
代
化
の
一
段
階
で
、
関
東
大
震
災
以
降
の
複
製
技
術
の
普
及
、

メ
デ
ィ
ア
と
知
覚
の
変
容
、
都
市
化
と
周
辺
地
の
郊
外
化
、
生
活
や
生

産
の
機
械
化
、
大
量
情
報
社
会
の
成
立
な
ど
同
時
代
の
世
界
的
な
現
象

と
共
鳴
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ズ
は
こ
の
時
代
の
文
化
的
地
図
の
中
心
に
位

置
し
た
。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
レ
ビ
ュ
ー
で
演
奏
・
振
付
さ
れ
る
音
楽
す

べ
て
を
指
し
、
さ
ら
に
モ
ダ
ン
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て
に
応
用
可
能
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
流
通
し
た
。
ジ
ャ
ズ
は
世
界
中
ど
こ
で
も
各
国
語

へ
の
翻
訳
が
不
必
要
か
つ
不
可
能
な
概
念
だ
っ
た
。
土
地
ご
と
の
固
有

性
が
世
界
語
の
意
味
内
容
に
影
響
し
た
。
ジ
ャ
ズ
文
化
は
印
刷
メ
デ
ィ

ア
に
加
え
て
、
映
画
・
レ
コ
ー
ド
・
ラ
ジ
オ
と
い
う
新
た
な
複
製
技
術

が
そ
の
軸
と
な
っ
た
。
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
適
合
す
る
新
し
い
サ
ウ
ン

ド
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
く
る
音
楽
と
の
交
配

に
よ
っ
て
、
そ
の
新
し
さ
を
作
り
出
し
た
。
楽
団
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
、
打
楽
器
や
サ
ッ
ク
ス
の
効
果
、
リ
ズ
ム
の
強
調
、
シ
ン
コ
ペ
ー
シ

ョ
ン
、
三
分
完
結
な
ど
が
世
界
規
格
と
な
っ
て
取
り
込
ま
れ
た
。
日
本

で
は
復
興
期
が
こ
の
基
盤
の
整
備
と
重
な
り
、
ジ
ャ
ズ
の
立
ち
上
げ
と

レ
コ
ー
ド
歌
謡
の
成
立
と
は
不
可
分
だ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
音
楽
の
影
響
は
芸
術
音
楽
の
世
界
に
も
見
ら
れ
た
。
そ
の

最
た
る
例
が
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
作
編
曲
家
、
紙
恭
輔
を
中
心
に
進
め
ら

れ
た
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ズ
の
道
で
、
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
の
『
ラ

プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
』
の
日
本
初
演（
一
九
三
三
）は
象
徴
的
な

意
味
を
持
つ
。
紙
が
率
い
た
コ
ロ
ナ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｌ
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ズ
を
よ
く
選
曲
し
、
最
新

の
コ
ン
サ
ー
ト
音
楽
と
し
て
も
受
容
さ
れ
た
。
他
方
、
明
治
以
来
さ
ま

ざ
ま
な
洋
楽
器
編
成
に
編
曲
さ
れ
て
き
た
民
謡
、
邦
楽
は
、
ジ
ャ
ズ
・

ブ
ー
ム
が
湧
き
上
が
る
や
編
曲
家
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ジ
ャ

ズ
民
謡
は
国
産
の
素
材
で
あ
る
た
め
戦
時
下
で
も
検
閲
を
免
れ
、
ス
ウ

ィ
ン
グ
、
タ
ン
ゴ
、
ル
ン
バ
な
ど
の
語
法
に
編
曲
さ
れ
て
、
一
部
は
伝

統
の
手
法
を
応
用
し
、
流
行
歌
の
定
型
を
超
え
る
実
験
の
場
を
与
え
た
。

ま
と
め
れ
ば
こ
の
時
期
の
ジ
ャ
ズ
の
音
脈

0

0

に
は
、
⑴
ア
メ
リ
カ
の
流
行

歌（
テ
ィ
ン
・
パ
ン
・
ア
リ
ー
）の
日
本
語
カ
ヴ
ァ
ー（
ア
メ
リ
カ
化
）、

⑵
コ
ン
サ
ー
ト
音
楽
へ
の
接
近（
芸
術
化
）、
⑶
地
元
素
材
の
編
曲（
日

本
化
）の
三
つ
が
あ
っ
た
。

ス
ウ
ィ
ン
グ
期（
一
九
三
五
│
四
三
）

　

ス
ウ
ィ
ン
グ
時
代
は
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
三
五
年
、
ベ
ニ
ー
・
グ
ッ

ド
マ
ン
楽
団
の
大
陸
横
断
ツ
ア
ー
成
功
で
、
そ
れ
ま
で
黒
人
バ
ン
ド
が

演
奏
し
て
い
た
「
ホ
ッ
ト
な
」
サ
ウ
ン
ド
が
白
人
社
会
に
も
狂
熱
的
に

迎
え
ら
れ
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
が
流
行
語
、
サ
ウ
ン
ド
に
な
っ
た
時
期
を
指

す
。
Ｏ
Ｄ
Ｊ
Ｂ
の
場
合
と
同
じ
く
、
主
流
社
会
で
の
受
容
が
歴
史
上
の

分
節
点
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
年
に
白
人
楽
団
を
ヒ
ン
ト
に
書
か
れ
た
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服
部
良
一
作
編
曲
の
「
流
線
型
ジ
ャ
ズ
」
が
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
時
代
到
来

を
象
徴
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
大
阪
録
音
は
あ
ま
り
知
ら

れ
ず
、
単
発
に
終
わ
っ
た）

2
（

（
ホ
ッ
ト
な
サ
ウ
ン
ド
自
体
は
ハ
ワ
イ
ア
ン

楽
団
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
楽
団
な
ど
に
よ
っ
て
以
前
か
ら
演
奏
さ
れ
て
い

た
）。
ス
ウ
ィ
ン
グ
は
主
に
録
音
、
映
画
、
舞
台
を
通
し
て
小
規
模
な

場
面
で
栄
え
、
専
門
雑
誌
の
話
題
を
超
え
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
ス
ウ

ィ
ン
グ
・
エ
ラ
に
あ
た
る
社
会
現
象
に
は
至
ら
ず
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
論
争

は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
大
き
な
理
由
は
ダ
ン
ス
と
歌
謡
の
不
在
に
あ
る
。
大
正
末
以
来
、

ジ
ャ
ズ
と
社
交
ダ
ン
ス
の
つ
な
が
り
は
明
白
だ
っ
た
。
し
か
し
ス
ウ
ィ

ン
グ
時
代
、
ア
メ
リ
カ
で
反
対
派
の
非
難
を
集
め
た
強
烈
な
ダ
ン
ス

（
リ
ン
デ
ィ
ホ
ッ
プ
）を
日
本
で
踊
る
者
は
な
く
、
銀
幕
上
の
風
俗
に
留

ま
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
流
社
交
ダ
ン
ス
で
さ
え
白
眼
視
さ
れ
た
時
期
に
、

男
女
が
お
尻
を
振
る
よ
う
な
振
付
が
許
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。
ス
ウ
ィ

ン
グ
調
に
編
曲
さ
れ
た
外
国
曲
が
ず
い
ぶ
ん
録
音
さ
れ
た
が
、「
青
空
」

「
ア
ラ
ビ
ア
の
唄
」
に
匹
敵
す
る
ヒ
ッ
ト
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
昭
和

一
五（
一
九
四
〇
）年
に
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
閉
鎖
さ
れ
、
バ
ン
ド
の
生

演
奏
は
映
画
館
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
レ
ビ
ュ
ー
に
限
ら
れ
、
そ
れ
も

や
が
て
不
可
能
に
な
っ
た
。

　

服
部
良
一
は
大
震
災
の
日
に
音
楽
歴
を
始
め
た
の
で
、
本
巻
で
い
う

「
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
」
の
申
し
子
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
ス
ウ
ィ
ン

グ
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
ろ
に
東
京
に
移
り
、「
山
寺
の
和
尚
さ
ん
」

が
最
初
の
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
ミ
ル
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
を
模
し
た
こ
の

ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
形
態
は
シ
ョ
ー
の
舞
台
で
大
い
に
は
や
り
、
あ
き

れ
た
ぼ
う
い
ず
で
頂
点
に
達
す
る
。
日
本
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
は
こ
う
し
て

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は
な
く
、
舞
台
で
広
ま
っ
た
。
服
部
に
と
っ
て
次
の

大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
の
は
、
笠
置
シ
ヅ
子
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。
二

人
の
協
力
関
係
は
戦
前
日
本
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
文
化
の
頂
点
を
築
い
た
。

彼
女
は
戦
後
の
ブ
ギ
ウ
ギ
・
ブ
ー
ム
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
音
楽
的
に

は
連
続
性
が
強
く
、
日
米
戦
と
い
う
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
後
の
ス
ウ
ィ
ン

グ
後
半
戦
と
見
た
ら
よ
い
。
同
じ
時
期
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
好
き
の
拠
点
と

な
っ
た
の
が
ジ
ャ
ズ
喫
茶
だ
っ
た
。
こ
れ
は
輸
入
盤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

高
級
再
生
装
置
を
売
り
物
に
し
た
半
ば
公
的
な
レ
コ
ー
ド
収
集
機
関
で
、

主
に
大
学
生
や
若
い
男
性
が
ダ
ン
ス
で
は
な
く
鑑
賞
を
目
的
に
通
っ
た
。

昭
和
一
〇
年
代
は
国
粋
主
義
が
強
く
な
っ
た
時
期
に
あ
た
り
、
ジ
ャ
ズ

／
ス
ウ
ィ
ン
グ
は
「
軽
音
楽
」
と
い
う
隠
れ
蓑
を
か
ぶ
っ
て
公
的
な
メ

デ
ィ
ア
に
居
場
所
を
得
た
。
こ
れ
は
セ
ミ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
名
曲
の
編

曲
版
を
含
み
、
ダ
ン
ス
音
楽
、
ジ
ャ
ズ
の
退
嬰
性
を
ぼ
や
か
す
効
果
を

持
っ
た
。
し
か
し
こ
の
言
い
換
え
も
日
米
開
戦
後
に
は
効
か
な
く
な
り
、

昭
和
一
八（
一
九
四
三
）年
に
は
馴
染
み
深
い
「
蛍
の
光
」「
埴
生
の
宿
」

な
ど
も
含
め
て
敵
性
音
楽
と
し
て
放
送
や
演
奏
を
禁
止
さ
れ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
初
期
ジ
ャ
ズ
は
、
作
曲
家
や
演
奏
家
、
聴
衆
や
知
識
人

が
交
わ
る
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
十
字
路
」
と
し
て
機
能
し
た
と
い
う
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〔O
gren 1989, pp. 162ff.

〕。
日
本
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
さ
ら
に

ジ
ャ
ズ
は
流
行
歌
や
ダ
ン
ス
と
交
わ
る
十
字
路
だ
っ
た
。
広
く
捉
え
れ

ば
、
地
場
文
化
と
舶
来
文
化
の
十
字
路
と
し
て
機
能
し
た
。
ジ
ャ
ズ
の

語
は
「
ア
メ
リ
カ
産
」
で
あ
る
こ
と
を
強
烈
に
主
張
し
た
。
ジ
ャ
ズ
の

名
の
も
と
に
人
と
モ
ノ
と
音
と
思
想
が
交
錯
し
、
か
つ
て
な
い
混
沌
が

生
ま
れ
た
。
世
界
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
勃
興
に
参
加
し
つ
つ
、
地
場
の

力
は
強
力
で
、
双
方
を
見
て
い
く
文
化
史
が
求
め
ら
れ
る
。

　

な
お
文
中
の
「
ジ
ャ
ズ
る
」
は
、
萩
原
朔
太
郎
の
「
ぎ
た
る
ひ
と
」

の
語
感

0

0

を
引
き
継
い
で
い
る
。
一
説
に
は
セ
ッ
ク
ス
や
ほ
ら
吹
き
や
活

力
の
意
味
を
含
む
と
い
う
米
俗
語
の
動
詞
形to jazz

の
翻
訳
で
は
な

く
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
モ
ー
ル
の
「
音
楽
す
るm

usicking

」
の

ジ
ャ
ズ
版
と
考
え
て
も
ら
い
た
い〔
ス
モ
ー
ル
二
〇
一
一
〕。「
音
楽
す

る
」
が
音
楽
に
関
わ
る
す
べ
て
の
実
践
を
幅
広
く
考
察
す
る
た
め
に
編

み
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
「
ジ
ャ
ズ
る
」
は
作
編
曲
、
演
奏
、

聴
取
、
執
筆
、
批
評
、
研
究
、
情
熱
、
愛
着
、
拒
絶
、
転
用
、
消
費
、

収
集
、
無
視
な
ど
ジ
ャ
ズ
に
関
わ
る
す
べ
て
の
実
践
を
含
む
。『
新
青

年
』
の
「
新
規
流
行
語
辞
典
」
中
の
「
ジ
ャ
ズ
ル〔
動
詞
〕」
に
よ
れ
ば

「
ジ
ャ
ズ
っ
て
い
る
と
云
う
の
は
、
恰あ

た
かも

腰
を
ひ
ね
っ
て
ピ
ア
ノ
を
叩

き
、
踊
り
乍な

が

ら
ト
ロ
ン
ボ
ン
を
吹
く
が
如
く
に
、
顔
を
洗
い
、
飯
を
喰

べ
、
莨た

ば
こを

吸
い
、
散
歩
を
す
る
事
な
の
で
あ
る
」（
一
九
三
二
年
夏
号
、
三

一
頁
）。
バ
ン
ド
に
浮
か
れ
た
よ
う
な
生
活
ス
タ
イ
ル
が
「
ジ
ャ
ズ
る
」

こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
導
入
期
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
も
演
芸
も
文
体
も
土
木
工

事
も
喫
茶
店
も
ラ
ジ
オ
も
評
論
も
民
謡
も
言
葉
も
身
も
心
も
頭
も
脚
も

気
分
も
「
ジ
ャ
ズ
っ
て
」
い
た
│
│
本
巻
で
は
こ
の
結
論
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
の
ジ
ャ
ズ
史
が
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
資
料
を
も
と
に
、
頭

を
ひ
ね
っ
て
み
た
い
。
日
本
語
の
ジ
ャ
ズ
概
念
は
百
年
の
あ
い
だ
に
ず

い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
。
そ
の
歴
史
的
変
遷
の
理
解
は
本
巻
の
大
き
な
目
標

の
ひ
と
つ
で
、
ジ
ャ
ズ
が
日
本
語
に
入
っ
た
時
期
の
多
義
性
な
い
し
混

沌
を
思
い
出
し
た
い
。
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第
一
部　

本
流
・
支
流
・
傍
流




